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事
業
契
約
書
に
土
地
賃
貸
料
は
ど
う
書
か
れ
て
い
る
の
か

台
風
19
号
の
災
害
対
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

Q
骨
髄
移
植
後
の
ワ
ク
チ
ン
再
接
種
へ
の
助
成
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く

A

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
　
号　

平
成
28
年　

月　

日
発
行
）

金
額
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
賃
貸
借
契
約
を
別
途
結
ぶ

避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を
順
次
発
令
し
た

佐さ

く

ま

久
間　

奈な

な々

髙た
か
だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

三み

た

べ

田
部　

恒つ
ね
あ
き明

Q　

深
谷
市
は
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
事
業
契
約
を
結
ん
だ
。

以
前
の
説
明
で
は
、
事
業
契
約
は
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
の
提
案
書
に
あ
る
土
地
賃
貸
料

や
建
物
投
資
額
と
差
異
が
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
契
約
終
了
後
の
原
状
回
復

や
途
中
解
約
な
ど
、
事
業
契
約
書
に
ど
の

よ
う
な
事
が
書
か
れ
て
い
る
か
伺
う
。

A　

事
業
契
約
書
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

を
定
め
て
い
る
。
賃
貸
料
の
金
額
は
書
か

れ
て
い
な
い
。
賃
貸
借
契
約
を
別
途
結
ぶ

が
金
額
は
そ
こ
に
書
か
れ
る
。

Q　

事
業
契
約
書
の
項
目
を
読
み
上
げ
る

か
、
回
答
と
し
て
書
面
で
頂
き
た
い
。

A　

秘
密
保
持
の
観
点
か
ら
回
答
を
差
し

控
え
た
い
。

Q　

建
設
資
源
広
域
利
用
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ

Ｃ
Ｒ
）
は
花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
地
区
で
22
万
立

方
メ
ー
ト
ル
の
土
を
受
け
入
れ
る
と
公
表

し
て
い
る
。
し
か
し
、
造
成
工
事
の
仕
様

書
で
は
、
「
他
工
事
残
土
」
と
し
て
８
万

５
千
立
方
メ
ー
ト
ル
し
か
受
け
入
れ
ず
11

万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
不
足
土
と
し
て
請
負

Q　

避
難
命
令
な
ど
の
推
移
は
。

A　

原
則
と
し
て
河
川
ご
と
に
設
定
さ
れ

て
い
る
基
準
水
位
、
流
域
の
降
雨
量
な
ど

の
情
報
を
も
と
に
、
災
害
対
策
本
部
か
ら

発
令
し
て
い
る
。

Q　

反
省
点
と
今
後
に
お
け
る
改
善
点
と

即
実
行
す
べ
き
対
策
は
。

A　

９
箇
所
の
指
定
避
難
所
へ
３
４
２
０

人
の
市
民
が
避
難
し
た
。
し
か
し
駐
車
場

な
ど
の
問
題
で
受
入
れ
が
出
来
な
い
ケ
ー

ス
が
発
生
し
課
題
と
な
っ
た
。

Q　

防
災
行
政
無
線
の
有
効
性
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。

A　

防
災
行
政
無
線
の
性
質
上
、
雨
や
風

向
き
な
ど
の
ほ
か
、
住
宅
の
遮
音
性
な
ど

か
ら
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
状
況
が
生

じ
る
。
そ
の
た
め
防
災
行
政
無
線
の
放
送

と
併
せ
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

メ
ー
ル
配
信
、
テ
レ
ビ
埼
玉
に
お
け
る
デ

ー
タ
放
送
な
ど
の
複
数
の
手
段
で
防
災
行

政
無
線
と
同
様
の
内
容
の
情
報
伝
達
を
行

っ
て
い
る
。

Q　

防
災
組
織
の
活
用
は
出
来
た
の
か
。

A　

自
主
防
災
会
の
会
長
や
、
自
治
会
長

へ
、
個
別
に
電
話
連
絡
を
し
た
。
今
後
地

Q　

再
接
種
費
用
は
医
療
保
険
適
用
外
で

全
額
自
己
負
担
。
費
用
助
成
で
き
な
い
か
。

A　

検
討
の
必
要
が
あ
り
研
究
し
て
い
く
。

ー
埼
玉
県
農
業
災
害
対
策
特
別
措
置
ー

Q　

農
作
物
被
害
に
つ
い
て
特
別
措
置
へ

の
対
応
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

今
後
、
農
業
者
へ
周
知
予
定
。
そ
れ

以
後
、
補
助
申
請
→
交
付
→
事
業
報
告
の

流
れ
。
し
っ
か
り
対
応
実
施
し
て
い
く
。

ー
大
規
模
水
害
時
へ
救
命
ボ
ー
ト
配
備
を
ー

Q　

救
命
ボ
ー
ト
を
危
険
地
域
の
消
防
分

団
等
に
配
備
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

A　

深
谷
・
花
園
消
防
署
に
計
６
艇
配
備

さ
れ
特
別
救
助
隊
が
活
動
を
行
う
。
消
防

団
に
は
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、
水
防
工

法
の
役
務
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。

ー
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等
５
か
年
計
画
ー

Q　

計
画
進
行
中
で
あ
り
、
現
状
は
。

A　

図
書
標
準
達
成
度
は
１
０
０
％
を
超

え
廃
棄
・
買
い
替
え
も
進
め
て
い
る
。

Q　

新
聞
の
複
数
紙
配
備
を
図
る
べ
き
。

A　

今
後
、
配
備
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

会
社
に
購
入
を
指
示
し
て
お
り
、
矛
盾
が

生
じ
て
い
る
。
も
し
仮
に
Ｕ
Ｃ
Ｒ
か
ら
の

搬
入
量
が
８
万
５
千
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
れ
ば
購
入
土
の
量
は
減
少
す
る
の
か
。

A　

他
工
事
か
ら
の
受
け
入
れ
土
量
が
増

加
す
れ
ば
購
入
土
は
減
少
す
る
。

Q　

11
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
の
購
入
費

用
を
含
め
て
約
11
億
円
で
落
札
さ
れ
、
議

会
も
こ
の
請
負
契
約
を
議
決
し
た
が
、
購

入
す
る
土
が
少
な
く
な
れ
ば
そ
の
分
だ
け

請
負
金
額
は
減
額
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

A　

変
更
契
約
で
対
応
す
る
。

域
で
の
啓
発
や
訓
練
、
組
織
の
結
成
促
進

が
一
層
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
活
動
の
一

環
と
し
て
働
き
掛
け
を
進
め
て
い
く
交
流

会
の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
。

Q　

未
組
織
の
所
へ
の
働
き
掛
け
は
。

A　

自
治
会
の
未
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、

複
数
の
情
報
伝
達
手
段
で
、
災
害
情
報
を

取
得
で
き
る
よ
う
、
啓
発
活
動
に
努
め
て

い
く
。

Q　

唐
沢
川
を
再
整
備
し
流
量
の
増
加
を

図
り
、
百
年
後
に
も
安
心
出
来
る
よ
う
に
。

A　

質
問
の
趣
旨
を
県
へ
伝
達
す
る
。

ー
深
谷
市
奨
学
資
金
制
度
ー

Q　

令
和
２
年
４
月
か
ら
高
等
学
校
実
質

無
償
化
と
な
る
。
意
義
、
対
象
・
給
付
額

等
の
見
直
し
の
必
要
性
は
。

A　

用
途
は
問
わ
ず
、
学
生
に
必
要
な
生

活
費
を
支
え
る
意
義
が
あ
り
継
続
す
る
。

ー
第
２
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
へ
の
取
組
ー

Q　

令
和
２
年
度
ス
タ
ー
ト
へ
の
取
組
は
。

A　

12
月
以
降
、
「
総
合
戦
略
推
進
委
員

会
」
に
お
い
て
議
論
を
深
め
進
め
て
い
く
。

小山川と合流する唐沢川

全体土量集計表（一部抜粋） ※土量変化率0.9

不足土 他工事残土 蟹沢残土 表土移動 作業残土

①現場外流用土 ②現場内流用土

差引（不足土）

222,303 － ① － ② ＝ 110,000

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

スマホは
こちらから

ふかや花園駅前土地区画整理事業造成工事 仕様書（一部抜粋）

子
ど
も
の
均
等
割
を
無
料
に
し
、
高
い
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

財
政
が
厳
し
く
、
子
ど
も
の
均
等
割
の
無
料
化
は
困
難
で
あ
る

鈴す
ず
き木　

三み
つ
お男

Q　

少
子
高
齢
化
の
中
、
子
育
て
支
援
策

の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
無

料
に
し
て
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下

げ
る
市
や
町
が
増
え
て
い
る
が
、
深
谷
市

で
も
子
ど
も
の
均
等
割
を
無
く
し
て
、
国

保
税
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

国
保
は
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の
加

入
が
多
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
財
源
の
一
部
を
繰
り
入
れ
て

い
る
。
国
や
県
か
ら
法
定
外
繰
入
金
の
解

消
・
削
減
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も

の
均
等
割
を
無
料
に
し
、
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

Q　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
で
第
３
子
以
降

の
均
等
割
を
無
料
に
し
て
い
る
市
や
町
は
。

A　

埼
玉
県
内
で
は
、
ふ
じ
み
野
市
、
富

士
見
市
、
鴻
巣
市
、
桶
川
市
、
皆
野
町
、

小
鹿
野
町
、
杉
戸
町
で
あ
る
。

Q　

深
谷
市
の
国
保
に
加
入
す
る
世
帯
で

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
う
ち
、
３
人
目
以

降
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
数
と
人
数
は
。

A　

２
４
５
世
帯
、
２
７
４
人
で
あ
る
。

Q　

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
の
均
等
割
を

無
料
に
す
る
と
、
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A　

法
定
軽
減
の
世
帯
も
あ
る
の
で
、
約

４
１
１
万
円
で
あ
る
。

ー
東
方
地
内
の
北
通
り
線
の
安
全
対
策
を
ー

Q　

北
通
り
線
の
交
通
量
が
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
が
、
交
通
量
の
調
査
や
熊
谷
市

に
接
す
る
５
差
路
に
信
号
機
の
設
置
が
必

要
で
は
な
い
か
。

A　

新
た
な
安
全
対
策
は
、
県
警
本
部
が

交
通
状
況
を
判
断
し
、
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
一
年
を
経
過
し
て
い
る
の

で
信
号
機
の
設
置
な
ど
、
県
警
本
部
と
協

議
し
、
交
通
量
の
調
査
を
実
施
す
る
。

熊谷市に隣接する交差点

スマホは
こちらから


